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Safe Harbor Statement

下記事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、情
報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。ま
た、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメント（確約）するものではないため、
購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さい。オラクルの製品に関して記載されて
いる機能の開発、リリース、および時期については、弊社の裁量により決定されます。
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3 EM 13.1へのアップグレード



Enterprise Managerのリリース

EMフル・リリース
2014年6月

EMフル・リリース
2015年6月

EMフル・リリース
2015年12月

• EM 13.1.0.0はフル・リリースです。
-どのプラットフォーム向けのEM（OMS+エージェント+プラグイン）バイナリも
同じ日に入手可能
-新規インストールとEM 13.1.0.0へのアップグレードの両方をサポート

EMフル・リリース



EM 13.1.0.0にアップグレードすべき理由

新機能：
モニタリングの
“常時稼働”

新機能：
インフラストラ
クチャの管理

新機能：
ハイブリッド・

クラウドの

管理の強化

最適化済み、効率的| |

クラウド・スタックの
管理の統合

俊敏、自動化

包括的なクラウド・ライフサイクル管理

スケーラブル、セキュア

エンタープライズ・グレード
の卓越した管理



EM 13.1.0.0にアップグレードするための重要機能

• クラウド規模のエージェント・デプロイメントを
容易にするゴールド・イメージ

• Enterprise Managerのターゲットの常時モニタリング
• 計画的か否かに関係なく、停止時間中も“常に”Enterprise Managerを
モニタリング

• 重大なアラートの場合は電子メールを送信

• 一時停止機能

• ターゲットの計画保守中もモニタリングを継続する一方で、
通知の送信は停止

• イベントの圧縮

• イベントの自動グルーピングにより“ノイズを低減”



EM 13.1.0.0 -アップグレード

• サポートされるアップグレード・オプション：1システムのみ

• OMSとリポジトリのアップグレード

–既存のリポジトリ・データベースの12.1.0.2へのアップグレード

–最新のバンドル・パッチの12.1.0.2 Databaseへの適用

– ソフトウェアのみのインストールを実行してからアップグレードする手法
（停止時間が短縮）

• エージェントのアップグレード

–エージェント・アップグレード・コンソール（AUC）による
セントラル・エージェントの13.1.0.0へのアップグレード

– ターゲット・エージェントは、AUCまたはゴールド・エージェント機能により
13.1.0.0にアップグレード可能



アップグレードに関する考慮事項と要件

• OMS 13.1.0.0の新しいバージョンは、バージョン12.1.0.3、12.1.0.4、12.1.0.5の
エージェントと下位互換性があり、アップグレード・プロセスに支障なし
–バージョン12.1.0.xのエージェントをOMS 13.1.0.0から新規にデプロイすることはできません。

• アップグレードのための最小インフラ要件

* Oracle BI PublisherとJVMDエンジンを併せて構成する場合

** Oracle Software Library、Oracle BI Publisher、JVMDエンジンを併せて構成する場合

13.1.0.0 OMS（OMSあたり） 13.1.0.0管理エージェント（エージェントあたり）

RAM 10GB * 512MB

ハード・ディスク領域 24GB ** 1.5GB



EM 13.1.0.0へのアップグレード・パス

• サポートされる直接アップグレード・パス

12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5  13.1.0.0

• 12.1.0.xより前のバージョンに推奨される
アップグレード・パス

11.1.0.1/10.2.0.5  12.1.0.5  13.1.0.0



EM 13.1.0.0へのアップグレード・パスのアップグレード対象

• 13cリリース1にアップグレードできるのは、12cリリース5（12.1.0.5）、12cリリース4
（12.1.0.4）、12cリリース3（12.1.0.3）のみです。

• 12cリリース3（12.1.0.3）にOracle BI Publisherが構成されている場合は、13cリリース1に
直接アップグレードできません。先に12cリリース4（12.1.0.4）または12cリリース5
（12.1.0.5）にアップグレードしてから13cリリース1にアップグレードする必要があります。
12cリリース3（12.1.0.3）にOracle BI Publisherが構成されていない場合は、13cリリース1
に直接アップグレードできます。

• 12cリリース1（12.1.0.1）[バンドル・パッチ1が適用済か否かは関係なし]、12cリリース2
（12.1.0.2）、または12cより前のリリース（10g、11gなど）の場合は、先に12cリリース3
（12.1.0.3）、12cリリース4（12.1.0.4）、12cリリース5（12.1.0.5）のいずれかにアップグレー
ドしてください。



13cと12cのリリース間でのOMSとエージェントの互換性

• 旧リリースのManagement Agentがある場合は、OMSを13cリリース1にアップグレード
する前に、Enterprise Manager Cloud Controlコンソール内にあるエージェント・アップグ
レード・コンソールを使用して旧リリースのManagement Agentを12cリリース3
（12.1.0.3）、12cリリース4（12.1.0.4）、または12cリリース5（12.1.0.5）のいずれかにアッ
プグレードしてください。

Oracle Management   
Agent 12cリリース3  
（12.1.0.3）

Oracle Management 
Agent 12cリリース4 
（12.1.0.4）

Oracle Management 
Agent 12cリリース5
（12.1.0.5）

Oracle Management 
Agent 13cリリース1

Oracle 
Management 
Service 13c
リリース1

あり あり あり あり



アップグレード・プロセスを開始する前に知っておくべきこと

• アップグレードされるEnterprise Manager Cloud Control 13cで使用するポート
 OMSまたはManagement Agentをアップグレードすると、旧リリースのManagement Agentで使用されていたポートは
アップグレードされたManagement Agentに引き継がれます。したがって、ファイアウォールの設定には何も影響が
ありません。

 OMSをアップグレードすると、旧リリースのすべてのコア・コンポーネントで使用されていたポートが引き継がれます。

• Enterprise Manager Cloud Control 13cへのアップグレード時のOracle BI Publisherのアップグレード
 13cリリース1からは、OMSのアップグレード時にOracle BI Publisherが自動的に旧リリースから最新リリースにアップ
グレードされるようになりました。ユーザー側で実行する手順はありません。

• Oracle Management Agentの13cへのアップグレード時のプラグインのアップグレード

 エージェント・アップグレード・コンソールを使用してOracle Management Agentを13cリリース1にアップグレードすると、

旧リリースのすべてのプラグインがデフォルトでアップグレードされます。手動作業は不要です。



アップグレード・プロセスを開始する前に知っておくべきこと
• Oracle Management Serviceの13cへのアップグレード時のプラグインのアップグレード

• Enterprise Manager Cloud Controlのインストール・ウィザードを使用してOracle Management Serviceを
13cリリース1にアップグレードすると、次に示す状況に応じてプラグインのアップグレード、移行、また
はデプロイメントが自動的に実行されます。

 新しいバージョンが存在する場合はプラグインがアップグレードされます。

 新しいバージョンが存在しない場合はプラグインが移行されます。

 アップグレードされるプラグインに新しい依存関係がある場合、またはそのリリースで新しいデフォルト・プラグ
インが導入されている場合は、プラグインがデプロイされます。

 追加のプラグインがある場合は、Enterprise Manager Cloud Controlインストール・ウィザードのSelect Plug-ins
スクリーンで選択します。

• プラグインのスクリーンにリストされていないプラグインをインストールする場合は、
次の手順を実行します。

 必要なプラグインをOTNからダウンロードします。

 次のオプションを指定してインストーラを起動します。

 em13100_<プラットフォーム>.bin PLUGIN_LOCATION=<プラグイン・ソフトウェアの場所の絶対パス>



EM13.1.0.0へのアップグレードの前提条件
• サポートされるデータベース・リリースに関する要件

• 既存のデータベースが、13cリリース1の認定データベースであることを確認します。認定データベースの
リストは、My Oracle Supportで入手できるEnterprise Managerのサーティフィケーション・マトリックスで
確認できます。

• 既存のデータベースが、13cリリース1でサポートされるリリースでない場合は、OMSおよび管理リポジトリ
のアップグレードを開始する前に、サポートされるリリースにアップグレードしてください。

• データベース・パッチ要件
• サポートされているデータベース（12.1.0.2）に最新のバンドル・パッチが適用されていることを確認します。

• オプティマイザの適応機能の無効化要件
• 管理リポジトリを収容するOracle Databaseのオプティマイザの適応機能が無効化されていること
（optimizer_adaptive_features=FALSE）を確認します。

• Oracle BI Publisherのシャットダウン要件
• EM12cリリース5（12.1.0.5）または12cリリース4（12.1.0.4）からアップグレードする場合は、BI Publisher 

Serverを実行しているインスタンスを含むすべてのOMSインスタンス上でemctl stop oms -allを実行します。

• EM12cリリース3（12.1.0.3）またはそれより以前のリリースからアップグレードする場合は、WebLogic管理
コンソールを使用して、BIPという名前のプライマリBI Publisher Managed Serverを停止します。



EM13.1.0.0へのアップグレードの前提条件
• Management Agentのパッチ要件

• IBM AIXまたはZlinux上で動作しているManagement Agentに、次のパッチが適用されていることを確認します。

• 必要なパッチが適用されていない場合はアップグレードがブロックされます。

 Oracle Management Agent 12cリリース3（12.1.0.3）のパッチ19154291

 Oracle Management Agent 12cリリース4（12.1.0.4）のパッチ20282974

• ソフトウェア・ライブラリの権限チェック
• ソフトウェア・ライブラリの場所にインストール・ユーザーの書込み権限があることを確認します。

• ソフトウェア・ライブラリの場所にインストール・ユーザーの書込み権限がない場合は、アップグレードが
ブロックされます。

• セントラル・エージェントのチェック
• セントラル・エージェントはアップグレードの前に停止する必要があります。Oracle Management Service
およびリポジトリ・ターゲットをモニタリングしている管理エージェントがある場合は、
その管理エージェントを停止してからアップグレードを続行することを推奨します。

• スタンバイOMSのチェック
• 環境にスタンバイOMSが構成されている場合は、アップグレードを続行する前にスタンバイOMSを削除
します。



EM13.1.0.0へのアップグレードの前提条件

• EMKEYのコピー要件

• 既存のOMSから既存の管理リポジトリにemkeyがコピーされていることを確認します。

• 証明書の鍵の強度要件

• 証明書の鍵の強度が1024ビット以上であることを確認します。

• 11gリリース1またはそれ以前のリリースからアップグレードする場合は、
証明書が512ビットのままになり、さまざまな通信上の問題が発生することになります。

• 証明書の鍵の強度を1024ビット以上に設定する手順については、
My Oracle Support Note 1611578.1を参照してください。

• OMSのシャットダウン要件

• アップグレードしようとしているOMSとそれに接続するその他のOMSインスタンスがシャットダウン
されていることを確認します。



EM13.1.0.0へのアップグレードの制約

• データベース：EM 13.1.0.0のリポジトリ・データベースとしてサポートされるのは
12.1.0.2のみです。

• アップグレードでサポートされるOSプラットフォーム – OMS/エージェント

• 例：
 OEL 7.x

 RHEL 7.x

 OEL 6.x

 RHEL 6.x

• サポートされるOSプラットフォームについては、EM13.1のMOSのサーティフィケーション・
マトリックスを参照してください。

• サポートされないプラットフォームでアップグレード前のEM環境を実行している場合、
EM13.1へのアップグレードは前提条件のステージでブロックされます。



アップグレード・パス
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1.EM 12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5  13.1.0.0



EM 13.1.0.0へのさまざまなアップグレード方法
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 グラフィカル・モードでのOMSと管理リポジトリの13cリリース1へのアップグレード

 サイレント・モードでのOMSと管理リポジトリの13cリリース1へのアップグレード

 グラフィカル・モードでのソフトウェアのみ方式によるOMSと
管理リポジトリの13cリリース1へのアップグレード

 サイレント・モードでのソフトウェアのみ方式によるOMSと
管理リポジトリの13cリリース1へのアップグレード



アップグレード・パス 12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5 13.1.0.0

Copyright © 2015, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.|

• 12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5から13.1.0.0へのEMアップグレードには停止時間が伴います。

• サポートされるアップグレード・オプション：1システムのみ

• 手順の概要：

手順1：12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5のOMSを停止してEM 13.1.0.0のインストーラを起動します。

手順2：OMSとリポジトリをアップグレードします
（インデックスインストーラの1システム・オプションを使用）。

手順3：EM 13.1.0.0のコンソールにゴールド・エージェント・コンソールが表示されます。

手順4：ゴールド・エージェントまたはエージェント・アップグレード・コンソール（AUC）

使用してエージェントを13.1.0.0にアップグレードします。



EM 13.1.0.0のアップグレード–新機能

• アップグレード時にDDMPジョブを無効化するオプションがインストーラに用意されました。

アップグレード時にDDMPジョ
ブを無効化するオプション

• アップグレード後にEMシステムを停止して保守作業を行う必要がある場合は、
「Disable DDMP Jobs」を選択してDDMPジョブを無効化してください。アップグレード後
にEMシステムを停止して保守作業を行う予定がなく、DDMPジョブを無効化する必要
がない場合は、このオプションを選択しないでください。



EM 13.1.0.0のアップグレード–新機能

• 12.1.0.2リポジトリ・データベースの必須パッチのチェックがアップグレード時に実行されます。

• 下の画像は情報メッセージであり、アップグレード・プロセスはブロックされません。



EM 13.1.0.0のアップグレード–新機能

• プラグインが古いことを示すエラー・メッセージが、アップグレード・プロセス中に示されます。

該当するプラグインをOMSおよびエージェントからアンデプロイしたうえで、アップグレードを続行してください。

• セントラル・エージェントが停止されているかどうかのチェックが、アップグレード時に実施されます。



EM 13.1.0.0のアップグレード–新機能

• アップグレード前の環境にBI Publisherが構成されている場合は、アップグレード・
プロセスの一環としてBI Publisherもアップグレードされ、該当するオプションがインストーラ
のスクリーンでデフォルトで選択され、BI Publisherの共有場所が設定されます。



12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5  13.1

EMのアップグレード- runInstaller（OUI）

手順0：必須：リポジトリDBを11gから12.1.0.2バージョンに

アップグレードする

手順1：12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5のOMSを停止してEM 

13.1em_linux64.binを起動する

手順2：OMSとリポジトリをアップグレードする（インストーラの1

停止時間を短縮する方法

システム・オプションを使用）

–ファイルをコピーして新しいホームを作成する

–構成アシスタントを起動する

EMのアップグレード-ソフトウェアのみのインストール

手順0：必須：リポジトリDBを11gから

12.1.0.2バージョンにアップグレードする

手順1：EM 13.1のインストーラを起動して「Install software only」オプション

を選択する

– ファイルをコピーして新しいホームを作成する

手順2：12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5のOMSを停止するOMSおよびリポジトリ

の構成とアップグレードを開始する（インストーラの1システム・オプショ

ンを使用）

Run $<MIDDLEWARE_HOME>/sysman/install/ConfigureGC.sh

手順3：ゴールド・エージェント・イメージ・コンソールがEM

13.1のコンソールに表示される

手順4：ゴールド・エージェント・イメージ・コンソールを使用して

12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5のエージェントを13.1にアップグレードする

停止時間が短縮

手順3：ゴールド・エージェント・イメージ・コンソールがEM 13.1の
コンソールに表示される

手順4：ゴールド・エージェント・イメージ・コンソールを使用して

12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5のエージェントを13.1に

アップグレードする

停止時間



追加のOMSのアップグレード

12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5 13.1

• 手順の概要：

手順1：プライマリOMSをアップグレードしたら、$OMS_HOME/bin/emctl stop oms -allを実行して
追加のOMSインスタンスをすべて停止します。

手順2：追加のOMSが稼働しているすべてのホストでEMのインストール・ウィザードを起動し、
Installation Typeスクリーンで「Upgrade an Existing Enterprise Manager System」 「One 
System Upgrade」を選択し、アップグレードしたい追加のOMSホームを選択します。

• 注：追加のOMSのパラレル・アップグレードはサポートされていません。
追加のOMSインスタンスは１つずつアップグレードしてください。



HA環境での13.1へのアップグレード

12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5  13.1

• アップグレードでサポートされるHA環境

スタンバイOMSがストレージ・レプリケーション方式で作成されている
プライマリOMSインスタンスとスタンバイOMSインスタンス

Copyright © 2015, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.|

• 注：

– EM13cではスタンバイWebLogicドメイン方式がサポートされなくなりました。

– スタンバイWebLogicドメインからストレージ・レプリケーション・トポロジへの移行の場合

• Oracle Supportに相談してください



HA環境での13.1へのアップグレード
プライマリおよびスタンバイOMSインスタンス・トポロジ –ストレージ・レプリケーション
によるスタンバイOMSの作成

DNS
ルックアップ

プライマリ・データセン
ターのサーバー・
ロードバランサ

スタンバイ・データセンターの

アクティブパッシブ
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Oracle EM
リポジトリ

サーバー・
ロードバランサ

OMSの共有

OMS1の共有

Swlibの共有

BIPの共有

ストレージの連続レプリケーション

プライマリからスタンバイへのData GuardによるDBレプリケーション

ストレージ

Oracle EM
リポジトリ

フィジカル・
スタンバイ

ストレージ プライマリ
OMS

追加の
OMS1

OMSの共有

OMS1の共有

Swlibの共有

BIPの共有



プライマリおよびスタンバイOMSインスタンス –
ストレージ・レプリケーションによるスタンバイOMSの作成
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• プライマリEnterprise ManagerサイトでOMSと管理エージェントの両方をアップグレード
します。アップグレード・プロセス中にプライマリOMSが停止されるため、いくらかの
停止時間が発生します。

• スタンバイ・ストレージ・サーバー上の新しいミドルウェア・ホームを検証します。
システム管理者に問い合わせて、新しいミドルウェア・ホームもスタンバイ・ストレージ・
サーバーにレプリケートされていることを確認します。

• 手順の概要：

手順1：12.1.0.3/12.1.0.4/12.1.0.5のOMSを停止してEM13.1.0.0のインストーラを起動する

手順2：OMSとリポジトリをアップグレードする（インストーラの1システム・オプションを使用）

手順3：ゴールド・エージェントまたはエージェント・アップグレード・コンソール（AUC）を使用
してエージェントを13.1.0.0にアップグレードする



モニタリング・サービス
• 中心的なモニタリング機能を提供する、
可用性とスケーラビリティに優れたサービス

– ミッション・クリティカルな環境の連続的なモニタリングを実施するための
‘常時稼働’が可能
• EMの計画停止時間および計画外停止時間の影響に対する保護手段

– 独立したjavaアプリケーションとして使用可能（自己更新）

• おもな機能
– ターゲットの可用性とメトリックに関するアラートをエージェントから受信

– ターゲットの停止、メトリックに関する重大なアラートについての通知を
電子メールで送信
• 電子メールは、‘Downtime Contact’ターゲット・プロパティに指定されている
アドレスに送信

• Downtime Contactターゲット・プロパティ

– グローバル・レベル：すべてのターゲットに関するすべてのアラートの受信者

– ターゲット固有レベル：該当するターゲットに関するすべてのアラートの受信者

• Enterprise Manager Cloud Controlリポジトリとの同期化により、
ターゲット停止イベント・ルールに設定されている現在の電子メール受信者に
基づいて移入可能

電子メール

モニタリング・サービス

常時稼働

アラート

エージェント
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OMSリポジトリ

Oracle Enterprise 
Manager

ターゲット、
メトリック、
アラート、
構成



モニタリング・サービス
• 1回限りの初期セットアップ：

•自己更新によるダウンロード
•スクリプトを解凍して実行し、インストールおよび構成（前提条件：Oracle Database）
•モニタリング・サービスのアップロードURLを使用してEnterprise Manager 13.1を構成

• 使用のためのセットアップ：
•Enterprise Manager Cloud Controlで電子メール受信者を設定（Downtime Contactターゲット・プロパティ）
•Enterprise Manager 13.1のリポジトリと同期化（最新のターゲット・メタデータ、Downtime Contactの電子メール・アドレスを取得）

• 使用：電子メール通知を有効化

電子メール
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モニタリング・
サービス・リポジトリ

OMS

13.1エージェント

モニタリング・
サービス

EMCC
リポジトリ Enterprise Manager Cloud Control 13.1

監視される
監視される
監視される
監視される
ターゲット



ログ・ファイルの場所

•インストール・ログ

-oraInventory/logs/*.*

-<ORACLE_HOME>/cfgtoollogs/oui/*.*：例：ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/mw13c

•構成ログ

-<ORACLE_HOME>/cfgtoollogs/cfgfw/*.*

•個々の構成ツールのログ

-OMS構成ツールのログ：<ORACLE_HOME>/cfgtoollogs/omsca/*.*

-PluginCA構成ツールのログ：<ORACLE_HOME>/cfgtoollogs/pluginca

-リポジトリ構成ツールのログ：<ORACLE_HOME>/ sysman/log/schemamanager
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ドキュメント

• アップグレード・ガイドは必ず参照してください。

• ガイドはOTNから入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.
html#em
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